




年の予想収穫量の 20 ～ 30％の被害がある。近年、植物ホルモンの一つであるジャスモ
ン酸（JA）及びその JA が制御するシグナル伝達経路が、細菌及び糸状菌の感染や草食
昆虫の摂食食害に対するイネの抵抗性反応に重要であることが報告され始めている。イ
ネの重要病害の一つで、イネ白葉枯病を引き起すXanthomonas oryzae pv. oryzae（Xoo）
は、セルラーゼ（ClsA）及びリパーゼ / エステラーゼ（LipA）等の細胞壁分解酵素を
分泌し 1）2）、これら細胞壁分解酵素合成遺伝子を変異させたXoo は病原性が低下するこ
とが報告されている 2）3）4）。イネにXoo 由来の LipA を処理すると JA 生合成遺伝子の
発現誘導や Jasmonoyl-L-isoleucine（JA-Ile）含量の増加が確認され、イネ白葉枯病に対
する抵抗性が強化される 2）5）。さらに、Xoo 抵抗性イネ品種の JA-Ile 含量は、感受性品
種と比べて高いことが報告されている 6）。また、イネいもち病を引き起すMagnaporthe 
oryzae は、JA を不活型の 12OH-JA に変化する antibiotic biosynthesis monooxygenase
（Abm）を分泌することが報告されている 7）。さらに、Abm を欠損したM. oryzae を
イネに接種すると methyl jasmonate（MeJA）が高蓄積することが明らかになってい
る 7）。この報告より、M. oryzae が JA シグナルを不活化することにより感染を成立さ
せようとしていることが推測できる。また、イネへの JA 処理は、OsPR1a、OsPR1b、




病への抵抗性が強化することが明らかとなっている 15）。また、別の JA 合成酵素遺伝子
の一つである OsAOC 遺伝子の機能欠損変異体であるcoleoptile photomorphogenesis
（cpm2）やhebiba は、JA 及びファイトアレキシンの含量が低下することにより、M. 
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の誘導性抵抗機構は、JA シグナルを負に制御する因子である OsJAZ8 の分解が始点と
なることも明らかとなっている 19）。さらに、OsJAZ8 の制御下にあると思われる転写因
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ABA 合成酵素遺伝子を含む ABA 応答性遺伝子が発現抑制されるという、興味深い
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現象が明らかとなった。この、β-cyclocitral によって発現が抑制された ABA 応答性




　以上のことより、JA と ABA はイネ白葉枯病抵抗性において拮抗関係にあり、JA に






な病原体に対する抵抗性には SA が、耐虫性や necrotrophic な病原体に対する抵抗性
















た 37）。さらに、JA 誘導性遺伝子の中には、SA シグナル伝達の重要な転写因子であ
る OsWRKY45 も含まれており、イネにおいては JA と SA は協働的に働いていると考
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えられ、我々は、JA と SA の両方で活性化されるそのシグナル伝達機構を「common 
defense system」（図 1）と称して、その正体の解明を試みている 37）。現在、common 
defense system を起動する候補因子として、サリチル酸メチル（MeSA）に着目して
いる。MeSA は SA がメチル化された揮発性物質で、JA 処理すると蓄積量が増加する。
MeSA をイネに処理すると、供試した JA 及び BTH 誘導性遺伝子の多くが誘導される。
さらに、SA メチル化酵素遺伝子を過剰発現し、MeSA を高蓄積させたイネにおいても、
それら遺伝子の発現が常時誘導されているという結果が得られている。
　以上のことから、JA と SA はイネ白葉枯病抵抗性においては、協働的な関係であり、












図 1　イネにおける common defense system の概略図









る 21）。イネの病害抵抗性誘導機構におけるβ-caryophyllene とβ-ionone の役割は今の
ところ不明である。














I.S : Octane (Internal Standard)
1 : (E,E)-2,4-Heptadienal
2 : Linalool 
3 : β -Cyclocitral
4 : β -Elemene
5 : β -Caryophyllene
6 : Methyl salicylate
7 : β -Ionone
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